
２月１９日（木）の発表

報道発表資料の配付日時 ２月１９日（木）１５時００分

発 表 項 目 令和７年度胆振管内教育実践表彰について

（ 行 事 名 ）

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

概 要 ○ 令和７年度胆振管内教育実践表彰について、受賞者を決定しました

ので、お知らせします。（別紙参照）

○ 目的

学校教育又は社会教育において、優れた実践活動を推進している団体

又は個人を表彰し、もって胆振管内教育の振興・充実に資する。

○ 表彰の区分及び対象

１ 学校教育分野

幼稚園、小中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別

支援学校及び学教育関係団体並びに個人

２ 社会教育関係団体及び個人

○ 表彰状の授与については、個別に訪問して実施します。

（日程は別添のとおり）

参 考

報 道 ( 取 材 ) 取材いただける場合は、事前に下記担当あてご連絡ください。

に 当 た っ て

の お 願 い

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付

と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 北海道教育庁胆振教育局 企画総務課長（杉田）

（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ ダイヤルイン 0143－24－9548
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令和７年度胆振管内教育実践表彰 受賞者一覧 

 

○ 学校教育分野 （３団体、２個人） 

区分 学校種別 団体名及び功績 

団体 小学校 苫小牧市立北光小学校 

【職員全員参加型の学校経営の推進】 

「みんながわくわくする学校に！」をキーワードに、子どもと職

員がともに成長する学校を目指した学校改革を推進。ワールドカフ

ェ形式によるキックオフミーティングを実施して職員同士の対話

を深めるとともに、校長の経営方針について共通理解を図ったり、

学校経営の要となる部分を職員からの公募制による「プロジェクト

制」として職員の主体的な企画や提案を尊重、プレゼンテーション

の内容を学校経営方針に反映させている。 

これらの取組は、職員の学校経営の参画意識を高め、また、プレ

ゼンテーションを反映した、児童の主体性と楽しむことに重点を置

いた「運動祭」の実施は、子どもたちの笑顔あふれる姿が見られる

とともに、保護者から高い評価を得ており、学校経営全般に優れた

成果を上げている。 

 

 

区分 学校種別 個人名及び功績 

個人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤 のどか（洞爺湖町立とうや小学校 栄養教諭） 

【地産地消の取組の推進】 

地域農家と密に連携し、旬の野菜を生かしたおいしさと食の循環

を感じられる地産地消の献立作りに取り組み、また、地域人材を活

用して、植え付けから成育・収穫までの栽培活動を教育課程に位置

付け、児童が野菜を育てる苦労や収穫する喜びを感じ、栽培から食

事までのつながりを実感する栄養教育を実践している。また、保護

者を対象とした給食試食会を実施し、給食の献立のねらいや地産地

消を意識した食材活用について説明、保護者が家庭の食事を見直す

機会につなげている。 

本栄養教諭を中心とした地域と連携協働した食育活動の推進は、

地域住民から高く評価されており、洞爺地区における地産地消の充

実・発展に大きく貢献している。 
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区分 学校種別 個人名及び功績 

個人 

（奨励賞） 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安宅 晃紀（登別市立幌別小学校 教諭） 

【地域教材を活用した道徳教育の推進】 

地域関係者への綿密な取材や資料収集を行った地域教材を活用

した道徳科の教材の開発や、管内道徳教育パワーアップ研究協議会

において授業公開及び実践発表を行い、広くその成果の普及に努

め、管内全体の道徳科の授業改善の推進に大きく貢献している。 

校内においても、研修部長として学校全体の授業改善を推進、日

常的に授業改善を推進する姿は、良い手本として他の教員から高い

評価を得ており、今後もさらに顕著な成果を上げることが見込まれ

る。 

 

区分 学校種別 団体名及び功績 

団体 

 

高等学校 

 

北海道室蘭工業高等学校 

【地域との連携の推進】 

生徒の専門性向上と社会的成長を目指し、地域、地元企業、自治

体、上級学校など多くの関係機関や団体と連携・協働した教育活動

を展開している。地域（室蘭市・登別市・伊達市）の建設業協会と

の連携協定締結による企業実習の実施、北海道企業局・室蘭工業大

学・日本工学院北海道専門学校との官学連携した協定締結による施

設や研究内容の見学や講義等の実施、地元鉄鋼企業による技術指

導、地元自治体（室蘭市）との連携による地域課題研究など、多様

な取組により、生徒の学びへの意欲を高め、専門性はもとより、課

題解決力や協働力など将来の技術系の活躍人材としての生徒の資

質・能力の育成に大きな成果を上げている。 

近年、卒業生の８割が市内はもとより胆振管内や道内企業の技術

者として地域を支える人材として活躍しており、地域の振興・発展

に大きく貢献している。 
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区分 学校種別 団体名及び功績 

団体 特別支援学校 北海道伊達高等養護学校 

【地域社会に開かれた教育課程の推進】 

伊達市の伝統工芸である「藍染め」を研究し、先人の思いや技術

等を伝承することで伊達市地域活性化の糸口に繋がるという思い

から、藍の播種、そして苗の栽培から収穫、藍染めまでを伊達市と

一緒に取り組む「藍で繋がる伊達愛プロジェクト」を立ち上げた。

趣旨に賛同してくれる伊達市民や幼・小・中・高校及び施設、企業

等の協力を得て取組を拡大、本プロジェクトを通して学校と地域が

一つとなり取り組むことで、伊達市民の障害者理解が進み、藍を通

じた幼・小・中・高校連携や地域の方々と交流する機会を創出、学

校内完結型の学習から脱却して、地域を一つの教場とした持続可能

な学習と社会に開かれた教育課程の創出に大きな成果を上げてい

る。 

 

 

 

○ 社会教育分野 （１団体） 

区分 団体名及び功績 

団体 

 

 

 

 

 

 

 

壮瞥町立壮瞥中学校ＰＴＡ 

【地域と学校が連携した社会教育活動の推進】 

 学校と地域をつなぐ中核的な役割を果たし、特に、地域連携推進委員会では、 

全会員に加え、OB・OGの有志が参画できる仕組みを整え、世代を超えた地域人材

の知見や経験を生かした持続可能な社会教育活動を展開している。 

 なかでも、地域の想いを教育活動として具現化した新たな取組「後夜祭」の企

画・実施は、学校教育を補完する社会教育活動として極めて意義深く、多様な地

域団体と連携することで、子どもたちが地域文化や地域の担い手と直接触れ合え

る貴重な体験の場を生み出し、地域への愛着や主体性を育む優れた教育的効果を

有している。また、本取組は、学校外の多様な人材による役割分担をとおして教

職員の負担を軽減し、地域と学校が連携して教育活動を支える体制を整え、学校

の教育活動を長期的に支える基盤として極めて価値の高い取組であり、管内教育

の充実に向けて大いに参考となる実践である。 

 

 

 

 

 

 

 

 



別添

令和７年度胆振管内教育実践表彰　表彰日程一覧

○学校教育分野　３団体　２個人

団体名・個人名 日　時 会　場

苫小牧市立北光小学校（校長　南　正彦） 令和８年３月２日（月）13時00分～
北光小学校　校長室
（苫小牧市北光町３丁目８-２）

佐藤　のどか（洞爺湖町立とうや小学校　栄養教諭） 令和８年２月25日（水）15時30分～
とうや小学校　玄関ホール
（洞爺湖町洞爺町59-7）

安宅　晃紀（登別市立幌別小学校　教諭） 令和８年２月24日（火）13時30分～
登別市民会館２階小会議室
（登別市富士町７丁目33番地）

＊奨励賞

北海道室蘭工業高等学校（校長　鈴木　康礼） 令和８年２月24日（火）11時30分～
室蘭工業高等学校　校長室
（室蘭市宮の森町３丁目１-１）

北海道伊達高等養護学校（校長　吉野　隆宏） 令和８年２月24日（火）10時10分～
伊達高等養護学校　校長室
（伊達市松ヶ枝町105番地13）

○社会教育分野　１団体

団体名 日　時 会　場

壮瞥町立壮瞥中学校ＰＴＡ（会長　前田　敏） 令和８年２月26日（木）10時00分～
壮瞥町役場　教育長室
（壮瞥町字滝之町287番地７）


